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（4）ルビーにおける Rラインエネルギーの圧力依存性の第一原理計算結果から、圧力が増加すると Cr 3d
軌道を主成分とする分子軌道は収縮するが、電子間クーロン反発は小さくなることを見い出した。論




Journal of Physical Society of Japan, Japanese Journal of Applied Physics, ECS Transactions, Journal of 
Luminescence に公表済みである。また、論文提出者はこれらの研究成果について若手研究者に与えられる
４件の賞を受賞している。
　審査委員会は提出された論文の内容を中心に論文提出者との面接及び詳細な質疑応答を行い、加えて公開
の博士学位審査論文発表会を行った結果、著者が自立して研究活動を行うのに必要な研究能力及びその基礎
となる学識を持っていると判断した。外国語能力については既に大学院外国語学力認定試験を合格しており、
十分と判断された。
　以上により、審査委員会は本論文提出者、Mega Novita 氏が博士（理学）の学位を授与されるに足る資格
を有するものと認める。
